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不況1 不況1 回復1 回復2





節　　　約　　　意　　　識 6，216 6，507 6，352 5，219 5，064
世　帯　の　総　支　出 5，545 4，868 5，119 5，621 5，872
食　　　　　　　　　　費 5，353 4，690 4，936 5，353 5，600
外　　　　食　　　　費 4，502 3，731 4，805 5，407 5，798
被　　　　脈　　　　費 4，598 4，212 4，431 5，007 5，227
教　　　　育　　　　費 4，925 4，801 4，760 4，456 4，415
価　格　へ　の　敏　感　度 5，696 5，562 5，515 5，174 5，127
百　　　　貨　　　　店 4，338 4，091 4，380 4，958 5247








不　動　産　評　価　額 4，309 3 6
景気記事への関心度 6343
節　　　約　　　意　　　識 6，216 6，164 5，075
世　帯　の　総　支　出 5，545 5，383 5383
食　　　　　　　　　　費 5，353 5，084 5，237
外　　　　食　　　　費 4，502 4326 5，355
被　　　　服　　　　費 4，598 4，387 5，207
教　　　　育　　　　費 4，925 4，709 4，418
価　格　へ　の　敏　感　度 5，696 5，458 5，131
百　　　　貨　　　　店 4，338 4，683 4，683





不況1 不況2 回復1 回復2
世　帯　の　総　収　入 5，050 3 4 6 7
ロ　　ー　　ン　　総　　額 4，635
世　帯　の　流　動　資　産 4，135
不　動　産　評　価　額 4，309 3 3 6 6
電気記事への闘心度 6，343
節　　　約　　　意　　　識 6216 6，482 6，327 4，928 4，773
世　帯　の　総　支　出 5，545 4，868 5，119 5，621 5，872
食　　　　　　　　　　費 5，353 4，579 4，826 5，473 5，719
外　　　　食　　　　費 4，502 3，523 3，915 5，727 6，118
被　　　　服　　　　費 4，598 3，937 4，157 5，416 5，636
教　　　　育　　　　費 4，925 4，795 4，753 4，378 4，337
価　格　へ　の　敏　感　度 5，696 5，554 5，50ア 5，086 5，040
百　　　　貨　　　　店 4，338 4，091 4，380 4，958 5，247















不況1 不況2 回復1 回復2





節　　　約　　　意　　　識 6，164 5，795 5，795 5，795 5，795
世　帯　の　総　支　出 5345 3，780 4，044 4，572 4，836
食　　　　　　　　　　費 5，421 4，902 5，127 5，369 5，594
外　　　　食　　　　費 4，693 4，352 4，726 5，540 5，914
耐久消費財への支出 4，708 4，953 4，953 4，953 4，953
被　　　　服　　　　費 4，684 4，τ72 4，772 4，772 4，772
価　格　へ　の　敏　感　度 5，832 5，404 5，404 5，404 5，404
折込みチラシへの注目度 4，841 5，206 5，012 4，624 4，430
百　　　　貨　　　　店 4，690 5，205 5，205 5，205 5，205









不況1 不況2 回復1 回復2





節　　　約　　　意　　　識 6，816 6，639 6，403 5，931 5，695
世　帯　の　総　支　出 5，510 4，564 5，186 6，430 7，052
食　　　　　　　　　　費 5，204 5，112 5，112 5，112 5，112
耐久消費財への支出 4，673 4，164 4，532 5，268 5，636
教　　　　　育　　　　　費 5，095 5，598 5，033 1，179 0，614
価　格　へ　の　敏　感　度 5，878 3，396 3，842 4，734 5，180

















不　動　産　評　価　額 4，255 3 6
景気記事への関心度 6，765
節　　　約　　　意　　　識 6，164 6，182 5，258
世　帯　の　総　支　出 5，345 5，021 7，373
食　　　　　　　　　　費 5，421 5，430 5，457
外　　　　食　　　　費 4，693 4，958 5，244
耐久消費財への支出 4，708 4，836 5，117
被　　　　服　　　　費 4，684 4，425 5，268
価　格　へ　の　敏　感　度 5，832 5，529 5，231
折込みチラシへの注目度 4，841 4，770 4，770
百　　　　貨　　　　店 4，690 4，674 5，931











不　動　産　評　価　額 4，250 3 6
景気記事への関心度 6，163
節　　　約　　　意　　　識 6，816 6，294 6294
世　帯　の　総　支　出 5，510 9，492 9，492
食　　　　　　　　　　費 5，204 5，112 5，112
耐久消費財への支出 4，673 4，700 4，700
教　　　　育　　　　費 5，095 5，225 2．79
価　格　へ　の　敏　感　度 5，878 5，033 6，020



















不況1 不況2 回復1 回復2
世　帯　の　総　収　入 5，246 3 4 6 7
ロ　　ー　　ン　　総　　額 4，794
世　帯　の　流　動　資　産 4，382
不　動　産　評　価　額 4，255 3 3 6 6
電気記事への関心度 6，765
節　　　約　　　意　　　識 6，164 6，182 6，182 5，258 5，258
世　帯　の　総　支　出 5，345 4，901 5，165 5，805 6，D69
食　　　　　　　　　　費 5，421 4，768 4，993 5，470 5，695
外　　　　食　　　　費 4，693 4，260 4，634 5，667 6，041
耐久消費財への支出 4，708 4，836 4，836 5，117 5，117
被　　　　　服　　　　　費 4，684 4，419 4，419 5，263 5，263
価　格　へ　の　敏　感　度 5，832 5，529 5，529 5，231 5231
折込みチラシへの注目度 4，841 5，206 5，012 4，624 4，430
百　　　　貨　　　　店 4，690 4，679 4，679 5，936 5，936






不況1 不況2 回復1 回復2
世　帯　の　総　収　入 4，458 3 4 6 7
ロ　　ー　　ン　　総　　額 4，750
世　帯　の　流　動　資　産 3，429
不　動　産　評　価　額 4，250 3 3 6 6
景気記事への関心度 6，163
節　　　約　　　意　　　識 6，816 6，639 6，403 5，931 5，695
世　帯　の　総　支　出 5，510 4，736 5，303 6，437 7，004
食　　　　　　　　　　費 5，204 5，206 5，160 5，066 5，019
耐久消費財への支出 4，673 4，164 4，532 5，268 5，636
教　　　　　育　　　　　費 5，095 6，057 5，492 1，926 1，361
価　格　へ　の　敏　感　度 5，878 3，564 3，927 4，652 5，015
ディスカウント・ストア 4，255 5，564 5，167 3，031 2，634
←変化項目
←変化項目
5．まとめ
　以上バブル経済崩壊後に消費者はどのよう
に変わったかを現象面及び支出メカニズムの
観点から検討し，また所得別にもその差異を
論じてきた。仮説とは異なった面もあった
が，大筋では仮説が支持されていた。またそ
の結果を踏まえ，世帯総収入や不動産評価額
の外生変数の変化でどのように消費者の支出
構造がどのような道筋で変化するかのシミュ
レーションを実行した。結果は興味深いもの
であり，様々な含意を含んだものであった。
シミュレーションは第4章で扱ったケースば
かりではなく更に様々な組み合わせが考えら
れる。第4章はそのほんの1例を示したにす
ぎない。実用のためには更に自己にとって意
味ある外生変数の変化も加えて，様々なシ
ミュレーションを繰り返す必要があろう。
　今後の課題としては，更に消費者の心理変
数を増やし，変数を充実させ，サンプルを増
加させると共に所得以外にも意味のあるセグ
メント化を行って，分析を実行することが挙
げられよう。
【注】
1．参考文献1，p17．
2．読売新聞92年12月16日朝刊．
3．逐次方程式体系について説明を行う。
　通常，連立方程式モデルにおいてパラ
　メーターを推定する時に，ある式の従属変
数が別の式の独立変数として登場する場合
がある。この際，通常の最小自乗法に基づ
　くパラメーターの推定を行うと誤差項とそ
　の独立変数が相関を持ち，パラメーターの
推定値にバイアスが生じることになる。こ
　のような場合，同時方程式体系と呼ばれ，
識別問題を論じた上で，2段階最小自乗法
などを用いてパラメーターを推定する必要
がある。しかしながら，例外的にこのよう
　な方法をとらず通常の最小自乗法が適切な
場合がある。これが逐次方程式体系であ
　り，同時方程式として扱わなくてよい。例
　えば，次のようなモデルが考えられる。
　　rY亘＝α。＋α、Z1＋α5Z2＋u1　　　…①
　　Y2＝β。＋β　、Y1＋β、Z、＋β，Z，＋u、…②
　　Y3＝γo十γiYi十γ2Y2十γ　4Zl
　　　　＋γ　sZ2＋u、　　　　　　　…③
　Cov（ul　，　u，）＝Cov（u1，u、）
　　　　　　　＝Cov（u2，　u3）＝0
　この方程式体系は同時的に見えるが，実
際は逐次的である。このことを調べるため
50
バブル経済崩壊後の消費者行動（上田，藤井，竹内）
に，真の構造パラメーターがわかっている
としよう。Z、とZ2に数値を与えると，①式
のY1がただちに求まる。ところで，　Y，を
知るということは②式のY2についても解
けるということである。そして最後には，
Y，，Y2およびZiとZ，の値から③式のY，
についても解くことができる。
　　より一般的な逐次モデルにおいては（も
　しそのモデル内の方程式が適当な順番に並
んだものであれば），n番目の内生変数はモ
デルのはじめのn個の方程式のみから求ま
る。すなわち，右辺の内生変数は誤差項と
相関することがない。逐次モデルのこの性
質のゆえ，通常最小2乗法（OLS）がこの
モデルの推定方法として適切なものとな
る。』（参考文献2（PP．312－13））。
実際，①，②，③の誤差項間の共分散が有
意に0と異ならないことは確認済みである。
　但し，モデル内における多重共線性発生
の有無には注意すべきであろう。
4．参考文献3，PP．　43－47．
【参考文献】
1．経済白書（1992），経済企画庁編．
2．Pindyck，　Robert　S．　et　al．（1976），　Econo－
metric　Models　and　Economic
　　Forecasts，　McGrow－Hill　Inc．，（金子敬
生監訳「計量経済学」下，Vグロウヒル）
3．刈屋武昭（1986）「計量経済分析の考え方
　と実際」東洋経済新報社．
（追記）
　この研究は流通政策研究所の1992年度の研
究の一環として実施されたものである。
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